
① 協議会の設立経緯 
当市の耕作放棄地は増加傾向にあり、このため、国の耕作放棄地再生利用緊急対策の実施主体として、耕作放棄地の再生利

用に向けた円滑な推進に取り組むことを目的とし、平成２１年５月に設立しました。 

平成２４年４月１２日より福島県耕作放棄地対策協議会のホームペ

ージにおいて、「耕作放棄地情報提供システム」の運用が始まりました。 

 本システムは、各市町村及び各市町村農業委員会等の協力を得ながら

耕作放棄地の情報を広く提供するとともに、耕作放棄地を活用しようと

する引き受け手の要望も受け付けることで、出し手と引き受け手のマッ

チングを推進し、耕作放棄地の活用・解消に努めるものです。 

 今後、個人情報の保護に十分留意しながら、順次、提供できる情報の

拡大を図り取組を強化していきます。 

  これにより、多様な担い手に耕作放棄地を含む農地の流動化や集積を

進め、東日本大震災により低下した農業生産力の回復と被災農家の営農

再開を支援していきます。 

○協議会ホームページアドレス 

  http://www.fnkaigi.com/houkiti/houkitilist/p-id334.php 

③ 特徴的な取組 
 大信地区のほ場では、発生資材の有効利用の観点から、再生作業を行った際に 

発生した木や根っこをチップ化し、暗渠排水の被覆材として活用しました。 

 また、東地区では、再生農地で収穫したそばを市民参加のそば祭りで振るまって 

います。 

② これまでの取組状況 
当協議会では、設立から現在までに、耕作放棄地再生利用緊急対策を活用して、３

地区で合計９．１haの再生を行いました。 

 本事業を活用し、６つの取組主体が再生作業に取り組んでおり、再生後の農地に 

導入した作物は、そば・キャベツをはじめ、１２種類と多様化しております。 

④ 次年度以降の抱負・活動展開予定 
当地域協議会では、耕作放棄地解消を実施した取組主体に上乗せ補助を 

行う制度があるので、農業者に対して PR活動を行い、さらなる耕作放棄地の解消 

を図ります。 
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日頃より耕作放棄地対策の推進にご尽力頂き、厚くお礼申し上げます。本号から編集担当が

替わりました。皆様の取組に少しでも役立つような情報を発信していきたいと思いますので、今

後ともよろしくお願いいたします。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

nosonsh inko@pre f . fukush ima . jp までご連絡ください。 
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農業委員会委員互助会会長

  渡部 衛 氏 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎県協議会では、東日本大震災や原発事故で避難されている方などが避難先などの耕作放棄地を

利用して営農を再開する取組を支援する「被災者営農継続支援耕作放棄地活用事業」
募集を行っております。これまでも、被災者の方々から多数の問い合わせをいただいき、営農

を再開された方もおられます。 

 詳しくは、県耕作放棄地対策協議会、県農村振興課、各市町村等の地域耕作放棄地対策協議会

までお問い合わせください。 

南会津町永田地区で

耕作放棄地を活用して保育所の体験農園に取り組む、

にインタビューしました!!


